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令和７年度 沼津工業高等専門学校 運営諮問会議次第 

令和７年１２月１２日（金） １３：００～１６：００（予定） 

於 沼津工業高等専門学校 管理棟３階 大会議室 

 

13:10 校内視察 

起業家工房「クリエイティブ・アトリエ」ワークスペース 

（地域創生テクノセンター １階） 

授業参観 電子制御工学科４年「電子機械設計・製作Ⅱ」 

（電子制御工学科棟 １階） 

学生支援ゾーン （共通棟 １階） 

（ 休 憩 ） 

14:00 会議 

校長挨拶 

運営諮問委員紹介 

学校関係者紹介 

学校概要説明 

議長選出 

議題１ 令和６年度自己点検・評価および令和７年度年度計画について 

議題２ 本校におけるいじめ防止対策と現状について 

議題３ 数理・データサイエンス・ＡＩ教育の実施について 

その他意見交換 

校長挨拶（謝辞） 

16:00 閉会 

 

◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ 

 

○会議資料 

（PDFファイル） 

・資料１ 運営諮問会議規則 

・資料２ 運営諮問委員一覧 

・資料３ 議題１～３の諮問概要 

（パワーポイントファイル） 

・学校概要説明資料 

・議題１～３の各ファイル ３件 

○参考資料 

・学校概要 2025版（A4サイズ 冊子体） 

・NC TODAY 2025版（A4サイズ 冊子体） 

・日刊工業新聞 10/1付高専特集号（A4サイズ 冊子体） 

・静岡新聞 沼津高専新聞広告特集（ブランケット判） 

・日本経済新聞 11/26付 高専特別版（ブランケット判） 

https://www.numazu-ct.ac.jp/wp-content/uploads/2025/06/gaiyou2025.pdf
https://www.numazu-ct.ac.jp/wp-content/uploads/2025/06/R7nctoday.pdf
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令和７年度沼津工業高等専門学校運営諮問会議 議事要旨 

 

 

日 時 令和７年１２月１２日（金）１４時～１６時 

 

場 所 沼津工業高等専門学校 管理棟３階 大会議室 

 

出席者 運営諮問会議委員（敬称略） 

塩尻 信義 （国立大学法人静岡大学 

理事（教育・附属学校園担当）／副学長 

西山 充彦 （株式会社明電舎 沼津事業所長） 

小久保 光典 （芝浦機械株式会社 常務執行役員 R&D センター長） 

赤堀 篤 （静岡県工業技術研究所 沼津工業技術支援センター長） 

河合 隆徳 （沼津工業高等専門学校地域創生交流会 会長） 

後藤 純緒 （沼津工業高等専門学校同窓会 会長） 

 

本校教職員 

岡田校長、稲津副校長（総務主事）、芹澤校長補佐（教務主事）、 

佐藤（誠）校長補佐（学生主事）、大久保校長補佐（寮務主事）、 

竹口校長補佐（専攻科長）、芳賀校長補佐（ダイバーシティ担当）、 

永禮機械工学科長、小村電気電子工学科長、大庭電子制御工学科長、 

鈴木（康）制御情報工学科長、古川物質工学科長、鈴木（久）教養科長、 

塚本事務部長、持田総務課長、前田学生課長 

 

 

※会議当日は業務の都合でご欠席の三矢委員（駿東地区校長会 会長）は、本校副校長が別途訪問し、議題

１～３についてのご意見を伺いました。 

 

 

  

  



○校長挨拶 

会議に先立ち校長から、創造的で実践的な技術者の養成を使命とする高等専門学校とし

て、各専門分野の基礎から応用まで教育すること、研究と地域貢献と教育を関連付けること

で人材養成を行っていること、また高専は社会や時代の要請に応えることを求められるこ

とから外部の意見を伺いながら教育内容を継続的に改善していること等、本校取組の紹介

があった。続いて、本会議は産官学の外部有識者の方々にご意見を頂戴する年に１回の大変

貴重な機会であり、校長からの現状と課題の説明に続き、担当から用意した３つの議題につ

いて説明し意見を伺うこととしている旨の手順の説明と、委員に対し忌憚ない意見をお願

いしたい旨の挨拶があった。 

 

○運営諮問委員紹介、学校関係者紹介 

司会より、参加者の紹介があった。 

 

○学校概要説明 

校長から資料に基づき、静岡県東部で唯一の高等教育機関である本校の立地や環境、ガバ

ナンス体制、倍率の減少傾向が続く入試状況と受験者出身地等の客観的数値に基づく分析、

学生寮改築や起業家工房設置などの環境整備、コンテストを中心とした学生の活躍状況、起

業家工房「クリエイティブ・アトリエ」でのスタートアップ教育やアントレプレナーシップ

教育、地域創生テクノセンターを軸とした地域連携、静岡県のファルマバレープロジェクト

の一環として開講する特別課程 F-met、地域の小中学校への理科教育、数学教育への協力等

の紹介と、令和９年度を予定している現行５学科ら１学科４学類への学科改組と地域志向

型・学類横断ＰＢＬ教育について説明があった。 

続いて、本校における現状の課題として志願者減、低い女子学生割合、建物やファシリテ

ィーの老朽化等の説明があった。 

 

○議長選出 

運営諮問会議規則第５条第１項に基づき、委員の互選により国立大学法人静岡大学理事

（教育・附属学校園担当）／副学長の 塩尻信義 委員が推薦され、承認された。 

議長から議長就任の挨拶に続き、各諮問事項の進め方について説明と協力依頼があり、議

事に入った。 

 

○議題１．令和６年度自己点検・評価および令和７年度年度計画について 

副校長（総務主事）から資料に基づき、教育の内部質保証のために実施する自己点検・評

価について、本校が設定した項目による自己点検・評価、評価機関による外部評価、及び本

会議のように外部有識者による評価の３つの仕組について、それぞれ、 

・自己点検・評価：外部評価機関の作成する点検項目に基づく重点的項目、高専機構年度

計画に基づく項目について各部署が実施し結果を点検評価する。 



・外部評価機関による評価：高等専門学校機関別認証評価を定期的に受審し、教育活動の

内部質保証システムの確立・充実を図る。今年度受審した。 

・外部識者による評価：本会議において、外部委員から意見を聴取し、改善に反映する。 

との説明があった。 

続いて、本校の自己点検・評価体制の実効性を高めるため、ステークホルダーからの聴取

意見の活用と、学生の学力向上に資する教育内容について、委員に対し諮問があった。 

 

これを受け、議長から各委員に対し意見照会があり、各委員からは主に次のような意見が

あった。 

・アントレプレナーシップ教育の学校の取組についてもう少し説明して欲しい。 

→学科間の温度差はあるが、ＰＢＬ教育は様々な授業科目で取り入れている。学科改組後

は地域志向プロジェクトなど既存の取組を全学生が受けられるよう拡充する予定であ

る。 

・起業した学生が数人いることは伺っている。アントレプレナーシップを育む教育は重要

であり、これら起業した学生の活動を紹介する機会を設けることで、低学年層の意欲向

上につながるのではないか。 

・大学や高専は閉じた世界であり昔の慣習に囚われがちで、企業以上に外部の声を重要視

すべきではないか。企業では社外取締役は社内取締役の倍くらいいる。また、学校は学

生という存在がある。外部評価や監査時だけでなく、企業・学生・卒業生からの意見を

定期的に収集し、改善に反映する仕組みを強化すべき。特に学生の声を重視することが

重要ではないか。 

・議題 3 にも関連し、データサイエンスやＡＩ教育の充実は不可欠だが、ものづくりの基

盤を軽視すべきではない。ハードウェアとデータ技術を融合した教育を維持・強化する

ことが、日本の競争力確保に不可欠で、高専こそ、この教育ができるのではないか。 

・情報セキュリティについて、ガバナンス体制でリスク管理という教職員の観点では整備

されているようだが、学生に対する情報セキュリティ教育はある程度自由にさせてやる

必要はあると思うが、ＡＩ利用やデジタル化に伴うリスク管理を徹底する教育が必要で

はないか。 

・ＰＤＣＡサイクルの継続強化として、外部評価で指摘された課題を翌年度計画に確実に

反映し、フォローアップを徹底することが重要ではないか。 

・ＰＤＣＡサイクルを実行することや改善の有無全般にあまりとらわれず、本校のミッシ

ョンに応じた成果がどのようになっているかをよく検討して計画等を策定することが

ステークホルダーの満足度を高めることに繋がると思う。 

 

これら意見を踏まえ、議長から次のとおり答申があった。 

・学生・卒業生・企業等ステークホルダー意見を定期的に収集し、改善に反映する仕組み

を整備し活用強化してもらいたい。 



・データサイエンスやＡＩ教育を推進しつつ、ものづくりの基盤を維持・強化し、両者を

融合した教育を展開してもらいたい。 

・学生に対しても、情報セキュリティ教育の徹底デジタルリスク管理を含む教育を充実さ

せてもらいたい。 

・外部評価結果や委員の意見を反映し、ＰＤＣＡサイクルを確実な運用し改善の実効性を

高めてもらいたい。 

 

○議題２．本校におけるいじめ防止対策と現状について 

校長補佐（学生主事）から資料に基づき、本校のいじめ防止等の基本計画として、いじめ

の未然防止、早期発見、事後対処を総合的かつ効果的に推進するため、対策ポリシー、防止

プログラム、早期発見・対処マニュアルの３つで構成される「いじめ防止等基本計画」につ

いて、アンケートや相談窓口の周知等の防止プログラムを中心とした説明と、日常的な対応

の状況について説明があった。 

続いて、本年度 10 月に実施した学生への調査アンケートの質問内容と結果について、次

のように説明があった。 

・今年度のアンケート結果では、いじめを受けていると回答した学生は 33 名、知ってい

ると回答した学生は 19 名、無記名は 17 名であった。誤記もあるため担任から確認後

対応している。 

・重大事案２件（うち１件は対応済、１件は継続対応中）、その他４件を委員会で扱った。 

・件数増加の背景には、保護者からの通報増加やＳＮＳ絡みの事案がある。ＳＮＳは発信

者特定が困難で、警察も事件性がない場合は対応が難しい。 

これらに対する外部から見た評価と、本校の対策の方向性について、委員に対し諮問があ

った。 

 

これを受け、議長から各委員に対し意見照会があり、各委員からは主に次のような意見が

あった。 

・相談窓口の 2 次元コードは全て、学校内の関係者へ届くのか。 

→学生には分からないようにしているが、学内の複数の教職員に届くようにしている。事

案毎に分けた設定にしている。 

・学内窓口に加え、外部窓口の設置を検討すべきではないか。企業では外部顧問弁護士等

を活用しており、学校でも匿名性・安心感を高める工夫が必要と考えられる。 

→保護者からは、高専機構本部や、勘違いして教育委員会に連絡があった例もある。近年

マスコミでも取り上げられていることもあり、連絡件数は増えている。 

・通報が多くて苦慮されているとは思う。当社の場合もハラスメントの通報があるが、情

報共有とコミュニケーションがとれていれば問題なかった例もある。どこまでが指導で

どこからがハラスメントか、管理職への教育も定期的に行う取組は行っている。 

・昨年より増加しているとのことだが、原因は何か。また不登校が発生していないか伺い



たい。 

→増加の要因として、あだ名等、言う側と言われる側の考え方の違いや、ＳＮＳを原因と

するもの等が挙げれる。また不登校はいないが、一時的に休養させ授業はリモートで対

応した。ＳＮＳでの誹謗中傷や悪口は事件性が低く、警察でも対応が困難とのことで対

応が難しい。 

・会社では内部通報が多い。学校でも他の人からの通報を重視してあげてはどうか。 

→他の学生からの通報については、情報提供者へ具体的にヒアリングした上で、場合によ

っては直接本人に聞くこともあるが、知らなかった方がよかった場合もあるため、状況

に応じて対応している。 

・アンケート未回答者へのフォローも必要ではないか。また、外部窓口を設けて周知する

ことも必要ではないか。 

→以前、校長からも同様に指導を受けており、未回答者を把握し、関係部署で気になる学

生は学校側からアクションを起こしているが、それで全て対応できてはいないと考えて

おり、引き続き検討していきたい。 

 

これら意見を踏まえ、議長から次のとおり答申があった。 

・いじめの対応は丁寧にされていると思われる。保護者対応はいろいろ苦労されていると

は思うが、丁寧に対応いただきたい。 

・企業と学校では異なるかもしれないが、学内窓口に加え、外部窓口の設置を検討しては

どうか。 

・秘匿性を守りつつ、必要なメンバーで情報共有をお願いしたい。 

・いじめを 100％防止は不可能で、コミュニケーションを充実させ、学生、教員、保護者

の信頼関係を構築してもらいたい。 

・アンケート未回答者等への丁寧なフォローアップをお願いしたい。 

 

○議題３．数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラムの実施について 

校長補佐（教務主事）から資料に基づき、ＡＩ戦略 2019 に基づく文部科学省の数理・Ａ

Ｉ・データサイエンス教育プログラム認定制度について、デジタル時代の「読み・書き・そ

ろばん」として高専機構本部から令和７年度中に認定必須とされており、本校は「リテラシ

ーレベル」を令和５年度に、「応用基礎レベル」を本年８月に認定に向けていることと、取

組の概要として専門部会を立ち上げＰＤＣＡサイクルを回していること、リテラシーレベ

ルは１年生で３科目、全学年での１０科目を構成し、ＰＢＬ学修科目として４年生の授業

「社会と工学」、５年生の授業「社会と産業」にＡＩ・データ活用要素を組み込み、全学生

が実践的な学びを経験できるようにした旨の状況説明があった。 

続いて、アンケート結果として「とてもわかりやすかった」「楽しかった」「理解できた」

等のポジティブな回答が増加傾向であり、理解できなかった学生はゼロで関心度も高かっ

たこと、自己評価としてはリテラシーレベル、応用基礎レベルともＡ～Ｓ評価だが、外部有



識者の意見反映を本会議の結果が未反映のためＢとしている旨の説明があり、これら教育

プログラムの内容や取組について、委員に対し諮問があった。 

 

これを受け、議長から各委員に対し意見照会があり、各委員からは主に次のような意見が

あった。 

・ＡＩやデータサイエンスの範囲は広いと思われるが、リテラシーレベル、応用基礎レベ

ルのガイドラインなどはあるのか。 

→ガイドラインはある。リテラシーでは概論、応用基礎では実際にＡＩを使う。現カリキ

ュラムで全学生が受ける４年生の「社会と工学」、５年生の「社会と産業」に組み込む

ことで対応している。 

・ＡＩは会社内部でも対応に四苦八苦しており、入ってくる学生の方がレベルは上でポイ

ントは高い。ただ、高いのがＡＩだけで他の部分は教育が必要となっている。先ほどの

繰り返しになるがＡＩ活用とものづくりの両方、応用編のブラッシュアップはお願いし

たい。 

→学科改組は、３年生までに読み・書き・そろばんとしてのデータサイエンス・ＡＩの基

礎と応用を習得させる授業科目を設け、その後で機械、電気や化学等各専門のものづく

りでの応用を目指すという想定で計画している。 

・昨年度の本会議の結果を受け改善した部分はあるか。 

→昨年度は、ＡＩは大事だが人間重視で取り組むべき、とのご指摘をいただいたかと記憶

している。これについては授業担当者とも共有し、リテラシーレベルで徹底して教育し

ている。 

・当社の現状は、情報システム部門が全従業員にデジタルリテラシーを教育している状況

である。高専からは電気、機械分野を中心に受け入れているが、リテラシーから応用基

礎まで学修した学生ならば生産現場としては非常にありがたく、今後も進めて欲しい。 

・非常に苦労してカリキュラムを組まれていると推測する。先にすべき歴史や基礎原理が

５年生の授業となっているが、順番は見直しを検討してはどうか。 

・情報関連の教育について、入学後のフォローアップが必要な状態の学生も少なくないと

の認識は持ち続けてほしい。 

 

これら意見を踏まえ、議長から次のとおり答申があった。 

・企業でもＡＩ活用は極めて重要になっており、学科改組でのカリキュラム改訂も踏まえ、

学習の順序を整理してこのプログラムを充実・発展してもらいたい。 

・企業現場からの意見も踏まえ、ものづくりと融合したプログラムとしてもらいたい。 

・学生へのアンケート実施はいい取組であり、結果としても成果の上がった良いアンケー

ト結果となっているので、ステークホルダーとしての学生からの意見として、議題１の

内部質保証に成果として加えてはどうか。この結果を、他の授業や学校運営にも生かし

てもらいたい。 



  

 

○その他 

議長からその他について照会があり、次のような意見交換があった。 

・授業は初めて拝見したが、非常に新鮮だった。特に、大学とは違い学生の主体性を考え

たプログラムであると感じた。沼津高専ならではの取組を発展させて欲しい。 

・議題２の関連で、悪いことの通報窓口はあるのか。当社は秘匿性に留意しているため、

ここから情報があがってくることが多い。秘匿性をしっかりしてほしい。 

・沼津高専では、専攻科１年生が前期の半年間、課題解決型学習としてＦ－ｍｅｔ修了生

企業と連携し、浜松医科大、県立こども病院、名古屋大医学部の医療現場のニーズを聞

き製品化を検討する取組を行っている。新しい委員に改めて紹介する。 

 

○議事終了 

以上の諮問に対する答申をもって議長から議事を終了する旨の発言があり、議長職が解

かれた。 

 

○校長挨拶（謝辞） 

会議終了に際し校長から、議題２について、高専生は大学生と比較し学齢が低く、中等教

育機関と誤認する保護者も多い。第三者通報窓口のご意見があったが、いじめの問題は結果

的に通報者が分かってしまう例が多く、引き続きよりよい仕組みを検討したいこと、議題１

について、本年度機関別認証評価を受審した結果、自己点検・評価のシステムは整備できて

きたが属人的にならないよう取り組んでいきたいこと、議題３については、学科改組も踏ま

え、効率的な授業編成により他に様々な取組ができる時間を確保できるよう進めていきた

いことの所感と、委員に対し貴重な意見を頂戴したことへの謝辞があった。 

 



 

 

 

Ⅲ．学校概要 説明資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1

沼津高専

国道246号

東名高速道路

新東名高速道路

愛鷹山

富士山

伊豆縦貫道
沼津高専の特徴

＊静岡県東部地域唯一の工学

系高等教育機関であり、地

域からの期待は大きい

＊隣接する神奈川県・山梨県

に高専がないため、広域か

ら学生が集まる

＊周囲には大企業から中小企

業まで多くの事業所があり、

学生のインターンシップ・

就職先には事欠かない

＊新幹線駅が近く，交通の利

便性が高い

本 科 機械工学科
 電気電子工学科
 電子制御工学科
 制御情報工学科
 物質工学科

 教養科（一般科目）

専攻科 総合システム工学専攻
  環境エネルギー工学コース
  新機能材料工学コース
  医療福祉機器開発工学コース

教員 69名 事務系職員 33名
校 長   1名 技術系職員 13名
教 授 30名
准教授 27名
助 教 11名 【令和7年4月1日現在】

学生総数  本 科 1,026名（196名）
留学生 9名

専攻科 53名 (9名)

学生定員 本 科 1,000名
（40名×5学科×5学年）

専攻科 48名 (24名×2学年)

概 要

1
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沿 革
昭和37年（1962年） 機械工学科2学級、電気工学科1学級が設置

昭和41年（1966年） 工業化学科1学級が設置

昭和61年（1986年） 電子制御工学科1学級が設置

平成元年（1989年） 工業化学科が物質工学科に改組

平成 4年（1992年） 機械工学科（2学級）が

   機械工学科（1学級）と制御情報工学科（1学級）に改組

平成 8年（1996年） 専攻科（3専攻）が設置

     機械・電気システム工学専攻

     制御・情報システム工学専攻

     応用物質工学専攻

平成11年（1999年） 電気工学科が電気電子工学科に改組

平成16年（2004年） 独立行政法人国立高等専門学校機構に帰属

平成26年（2014年) 専攻科（3専攻）を

     総合システム工学専攻（1専攻3コース）に改編

     環境エネルギー工学コース

     新機能材料工学コース

     医療福祉機器開発工学コース

令和 4年（2022年） 創立60周年

ガバナンス体制

校長

副校長（総務主事）

校長補佐（教務主事）

校長補佐（専攻科長）

校長補佐（寮務主事）

校長補佐（研究主事）

校長補佐（学生主事）

連絡調整委員会

運営会議

教員会議

機械工学科

電気電子工学科

電子制御工学科

制御情報工学科

物質工学科

教養科

総合メディアセンター

教育研究支援センター

グリーンアンモニア研究センター

事務部校長補佐（ダイバーシティ担当）

3
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入試の状況全般

・全体倍率は、制御情報(S)の高倍率で維持されている傾向
・電子制御(D)と物質(C)は堅調

R6 Cの学力志願者が減少 → R7 回復

・R2 の高倍率を除くと、機械(M)の倍率は低迷。
・電気電子(E)もMと同様の傾向。R6は改善したがR7はまた減少

 MとEの苦戦は継続

いずれも、純粋な志願者数
個々の試験では、推薦1.59倍、学力1.44倍

学力

推薦

学科別志願者数

30

40

50

60

70

80

90

S

M

D C

E

H28   29   30   31    R2    3     4      5     6     7 

志願者減少傾向の分析

・15歳人口の減少率を上回る志願者減
・過去に2度推薦基準の見直し
→本質的な改善につながらず
入学者の資質の低下につながる
受験ブランド力の低下

改組は一つの起爆剤

・地域の科学や技術への興味を高める
・高専学生、教職員による啓発活動
小中学校との連携、出前授業、公開講座

・魅力ある授業を増やす
・女子学生を増やすための活動

5
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0

50
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300

350

R2 R3 R4 R5 R6 R7

静岡西部

神奈川

静岡東部

出身地別受験者数の経年変化

R2→R3の受験者減 →コロナによる閉寮などによる

静岡中部

静岡東部の受験者の
減少傾向が継続

公立高校との
併願ほとんどなし

公立高校との併願可能

受験者出身地

受
験
者
数

/人

R5 にほぼ復活

R7 静岡西部、神奈川の受験者減 ??

受験ブランド力の低下
近隣の有力高校への進学が容易になっている

大手製造業の撤退
一部保護者間で留年、退学等に対する噂が流れている？

進学(大学編入、専攻科）

専攻科

人数 割合
就職 102 0.57
進学 68 0.38
その他 10
計 180

人数 割合
就職 16 0.53
進学 11 0.37
その他 3

計 30

進学(大学院）

本科

卒業生進路（R6年度）

7
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・高専GCON2024本選で優秀賞

・オープンデータ等活用アイデア学生コンテストで最優秀賞、優秀賞等

・U-22プログラミング・コンテスト2024でスポンサー企業賞

・高専ロボコン2025東海北陸地区大会、特別賞（DENSO賞）を受賞

・NICEにほんごスピーチコンテストにおいて留学生が優勝

・化学工学会秋季大会で専攻科生が上田奨励賞

・日本機械学会畠山賞受賞

・日本化学会東海支部長賞受賞

・日本分析化学会中部支部優秀高専学生賞受賞

学生の活躍（最近1年）

翔峰寮・栄峰寮・光峰寮・優峰寮・清峰寮・秀峰寮・
明峰寮（女子寮）

現員 約400名

「優峰寮」2024年9月竣工

学生寮

「秀峰寮」2021年8月竣工

9
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R4 補正予算 高等専門学校スタートアップ教育環境整備事業

沼津高専のスタートアップ教育環境を整備し、新たなビジネスモデルを創出で
きるDX人材、起業家を育成する実践教育を行う

ワークスペース ミーティングサテライト

11

クリエイティブ・アトリエ

12

チャレンジコンテスト
令和7年１2月１3日（土）１0：００～

アントレプレナーシップ部門
キャンパスライフ部門

11
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科学技術相談
共同研究・受託研究等
研究シーズの情報提供
社会人向けの公開講座
各種イベント
静岡県東部テクノフォーラムin沼津高専

テクノサロン
技術セミナー

未来創造ラボラトリー

中小企業の研究開発
共同教育
学内インターンシップ

沼津市、三島市、裾野市、長泉町
商工会議所、地域信用金庫、

沼津高専地域創生交流会、
沼津高専同窓会、
沼津高専とともに歩む議員連盟などと連携

地域連携

地域創生テクノセンター

沼津高専特別課程

富士山麓医用機器開発エンジニア養成
プログラム (F-met)

✓静岡県「ファルマバレープロジェクト」の1事業

✓本プログラム修了者は「医療機器 総括製造販売責任者及び
責任技術者」の資格要件である３年間の業務従事経験が免除

✓100名以上の修了生を輩出
✓令和３年度より「総合特区」に山梨県の７つの市町が合流

・医用基礎技術科目
薬事申請・関連法規基礎講座
医用工学基礎講座
医用機器概論

・医用先端技術科目
医療品質安全工学基礎講座
医用機器産業基礎講座
先端医用・介護技術講座
医用機器開発演習

リカレント教育

13
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教育における地域貢献

・近隣小中学校での学生による算数、数学指導

・沼津市少年少女発明クラブを後援、教員・学生が協力

・地域小中学校の自由研究支援

・公開講座、出前授業

特徴的な教育、取り組み

共同
教育

コンテスト
教育

地域志向
教育

共同教育

地域志向教育

コンテスト教育

⚫3年 or 4年：社会と技術
オープンデータ活用×データサイエンス

⚫4年：社会と工学
地域社会が抱える問題の解決法を提案

⚫5年：社会と産業
技術者に必要な視野の広さと創造性を涵養

⚫STEAM教育
近隣小中学校での学生による算数、数学指導
沼津市少年少女発明クラブでの教員、

学生による指導
小中学生の自由研究サポート

沼津高専
チャレンジコンテスト

⚫企業との共同教育に関する事業 拠点校
⚫専攻科実験 × 地域企業・病院
⚫小型自律移動ロボット開発 × 社会実装教育

社会と工学
裾野市と地元企業

専攻科実験
地域企業との共同開発

算数、数学指導
＠近隣小中学校

学生スタートアップ

⚫沼津高専チャレンジコンテスト × スタートアップ教育
（企業からの寄附で運営） （金融、知財 他）

⚫各種コンテストへの積極的な参加

15
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【学科等改組の目的・必要性】

少子化による受験生の減少に対応し、社会や産業のデジタル変革に資する実践的先端教育を提供するため、学科組織改革を
行う。これにより、情報科学・技術により、またそれと周辺分野を融合させることにより社会課題を解決できる技術者を養成する。

現行５学科 【機械工学科、 電気電子工学科、 電子制御工学科、制御情報工学科、 物質工学科】 （４０名×５学科）

・学類別入試、転学類が容易（コースとプログラムは入学後選択）
・1年は全学類共通の教育を受ける（STEAM教育とPBL入門）
・３年までに全学生が数理・DS・AI教育プログラム応用基礎レベル
・３年後期と４年に、社会実装教育（課題発見、方法提案、実証、評価）

電気電子システム工学類(40)

化学生命工学類(40)

機械システム工学類(40)

先端理工学科(200)

医療・福祉分野教育科目群
（自由選択：３科目開講）

高度情報専門人材（80）

情報技術活用人材（120）

数理情報工学類(80)

情報システム工学コース

数理情報科学コース
知能システム創造プログラム

情報技術融合プログラム

先端科学プログラム

AI・DS、サイバーセキュリティ、メ
タバース、マルチフィジックス、ケ
モ・バイオ・マテリアルズイン
フォーマティクス、量子技術、量
子力学、応用数理など幅広い情
報技術とその基礎を学修可能

令和９年度入学生から

全教員が先端理工学科に所属し、リベラルアーツ教育、学類の教育と学生指導を担当（複数学類等を担当）

「高度情報専門人材の確保に
向けた機能強化に係る支援」
に採択

学科等改組の概要

１学科 4学類

学科等改組後の特徴的な教育

地域志向型・学類横断PBLプログラム

社会実装を視野に入れた１年半のPBL

17
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2021年度地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（JST/JICA）

SATREPS

・テーマ名：再生可能エネルギー水素を用いた
新しいアンモニア合成システムの研究開発

・研究代表者：秋鹿研一（沼津高専・客員教授）
・相手国研究先：南アフリカ共和国・ノースウエスト大学

・南アフリカ側で水電解水素製造技術を、日本側でアンモニア製造技術を開
発し、エネルギーキャリアとしてのグリーンアンモニアの利活用を拡大

・日本側で合成触媒と分離剤を用いた新しいシステムを開発
・ミニパイロット装置を制作して実用サイズ（１日当たり60トン）のプロ
セス設計のためのデータを取得

・日本のグリーンアンモニア技術を製造とサービスを行う産業に発展

沼津高専内に「グリーンアンモニア研究センター」を設置

研究

課題

・15歳人口減、大学全入時代にあって、いかに志願者
を集めるか

・多様な学生の指導

・女子学生の割合が低い

・適度な国際化

・教職員の業務量の軽減

・教員の研究時間の確保

・地域企業とのより密接な関係の構築

・建物、ファシリティーの老朽化

19
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Ⅳ．諮問事項 説明資料 

 

１．令和６年度自己点検・評価および 

令和７年度年度計画について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1

令和6年度自己点検・評価
および令和7年度年度計画について

本校の自己点検・評価＝教育の内部質保証
(学校教育法第109条1項および2項)

1. 外部評価機関が作成する点検項目に基づき，重点的に取り
組むべき項目および高専機構年度計画に基づく項目につい
ての自己点検・評価

2. 高等専門学校機関別認証評価(法定の定期評価：R7受審，
教育活動等の内部質保証システムの確立と充実
および3つのポリシーに基づく自己評価についての評価)

3. 運営諮問会議(外部識者)による評価
(項目「内部質保証体制において，機関別認証評価や第三者
評価の結果を踏まえた改善がなされていること」の評価)

議題１

自己点検・評価に関する基本方針 R.7.12.10改訂

趣旨・目的（抜粋）
本校は、教育理念「人がらのよい優秀な技術者となって世の
期待にこたえよ」のもとに、教育目的として「豊かな人間性
を備え、社会の要請に応じて科学と技術の専門性を創造的に
活用できる技術者の育成」を掲げ、優秀な技術者を卒業生と
して送り出すとともに、静岡県東部地区唯一の工科系高等教
育機関として、地域社会への貢献に努めている。

これらを確実に実施していくために本校が継続的に発展する
には、外部有識者、本校教職員、学生及び関係者の協力を得
て、教育、研究、社会連携及び管理運営について点検・評価
及びこれに基づく改善を組織的に継続実施し、本校が自ら質
を保証することが不可欠である。

1
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自己点検・評価体制：内部質保証の体制

各業務の担当部署内と学校でPDCAサイクルで点検・評価

点検・評価項目の一覧表(一部)
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自己点検・評価報告書(ウェブサイトで公開)

8つの分類27項目内の細目について自己点検・評価

自己点検・評価報告書(ウェブサイトで公開)
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